
しじゅうから
福島市小鳥の森通信

No.469

●バッタとあそぼう
未就学児さん対象のイベントです
日時：9月13日(土) 10時半～11時半

場所：小鳥の森ネイチャーセンター
対象：幼児と保護者
持ち物：長袖、長ズボン
定員：５組

●外来種駆除
外来種について学ぼう
日時：9月27日(土) 10時～12時

場所：小鳥の森ネイチャーセンター
対象：小学生以上
持ち物：軍手、長靴
定員：5組
※どちらも8/31(日)より電話にて受付
いたします

＜スズメバチの巣＞
スズメバチは自分で削った木の皮とだ液

を混ぜて作り、色々な樹皮を集めてくるこ
とにより、独特の貝
殻状の模様ができあ
がります。
写真の巣はコガタ

スズメバチの巣です
が、大きいものでは
約20～30cmほどの
大きさになります。

9月になると朝晩の暑さが少し和らぎ、外での活動がしやす
くなり、夏に比べて森の中にはいる機会も増えてくる季節です。
そんな時に気をつけなければいけないのがスズメバチ。9～10
月は一番気をつけなければいけない時期です。なぜこの時期が

一番注意しなければいけないのか。理由は3つあります。1つ目は巣が最
大になるため。女王バチが越冬から目を覚まし、それから作り始め、巣もこの時期に

なると最も大きくなり、働きバチの数もピークを迎えます。数が増える分、攻撃される可能
性が高くなります。2つ目はエサ不足。秋になり、涼しくなってくると、幼虫のエサとなる
昆虫が少なくなってくるので、攻撃性が高まります。3つ目は新女王バチの育成。9月下旬か
ら11月にかけてオスバチが羽化し、その後、新女王バチが
羽化します。新女王バチ育成と新女王のいる巣を守るため
により攻撃的になるのです。
さて、「スズメバチ」と言っても、色々なスズメバチが

いることを知っていますか？小鳥の森には7種類ものスズ
メバチが生息しています。一般的によく見られるスズメ
バチの中で最も働きバチの数が多く、大きな巣を作るキ

イロスズメバチは実は小鳥の森では少なく、あまり見かけ
ません。一方、木の洞などに巣を作り、ピーク時の働きバ
チの数も400頭程度とキイロスズメバチの半分
以下ですが、よく見かけるのはモンスズメバチ。
働きバチの数こそ少ないですが、巣を作る場
所が多いためか遭遇率は高めです。もちろん

オオスズメバチもよく見かけます。
森へ出かける時には、周囲や足元に十分注意

をしながら歩き、ハチが飛んでいないかや巣が
ないかに注意を払い、黒い服を着ない、甘いも
のや匂いのするものを持ち歩いたり、身に着け
ないなどの基本的なスズメバチ対策をした上で
秋の散策を楽しんでください。

モンスズメバチ

クイズの答え：３９匹
数えてくれてサンキュー(39)！
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福島市小鳥の森（ネイチャーセンター）
≪入場無料≫休館日：毎週月曜日

（祝祭日の時はその翌日）

開館時間：午前8時30分～午後5時 Instagram 旧ﾂｲｯﾀｰ ホームページ

小鳥の森で宝物（自然の中の生き物）を

見つけることができたらオリジナル缶バ

ッジをプレゼントしています。その日に

見つける宝物が何かをネイチャーセンタ

ーで確認して、写真を撮ってレンジャー

に見せるとミッションクリア！

秋の七草

オンブバッタが
おんぶしているの
は、子どもではな
いと、皆さんは知っ
ていましたか？実は
おんぶしているのではなく、
メスの体にオスがのって、他のオスから
メスをガードしているのです。ではなぜ
そんなことをするのでしょう。それは、
自分の子孫を残すためです。昆虫は、人間
と違ってメスは短期間に何度も結婚をして
卵を産むことができます。でもそれだと、
オスにとっては不都合が生じます。なぜな
ら初めに結婚したオスよりも、後に結婚し
たオスの子孫のほうが、残りやすくなる
からです。だから、オンブバッタのオス
は自分の子孫を残すために、頑張ってメス
を確保しています。このような行動を「メ
イトガード」といいます。樹液で見られ
るクワガタムシも同じようにメスの上に
オスがおおいかぶさっている姿がよく見
られますが、それをイメージすると分か
りやすいでしょうか。
オンブバッタは卵を地中に産み付け、越

冬して、翌年の初夏に孵化します。畑や草
地にたくさんいますので、皆さん
も、そういう場所に行ったら、探して観
察してみてください。

9月といえば、お月見ですね。
皆さんのお家では、十五夜のお供えはします
か？その時に、ススキをイネの穂に見立て、
お団子と一緒に飾ったりします。そのススキ
は「秋の七草」の一つです。他にも、ハギ、
クズ、ナデシコ、オミナエシ、フジバカマが
あります。残念ながら、小鳥の森にはフジバ
カマはありませんが。
ところで、秋の七草は春の七草と違って食

べることはできません。代わりに花を楽しみ
ます。奈良時代の歌人、山上憶良(やまのうえ
のおくら)が詠んだ歌がもとになっています。

「秋の野に 咲きたる花を 指折り(およびを
り) かき数ふれば 七種(ななくさ)の花
萩の花 尾花葛花(おばなくずばな) 撫子

の花(なでしこのはな) 女郎花(おみなえし)
また藤袴(ふじばかま）朝貌(あさがお)の花」

※尾花→ススキ 朝貌→キキョウ

皆さんもお家で飾って秋の七草を楽しんでく
ださい。

最新情報を配信中！

ヤマハギ

キキョウ

クズ

フジバカマ
オミナエシ

ススキ

カワラナデシコ






